











A Ingenuity Practice of Drawing and Manual Art 











































































 実施したのは本学保育科 1 年生の２クラス 69 名である。 
 
   表１ 図画工作の授業についての意識調査  









４、５と答えた理由（                          ） 








４、５と答えた理由（                          ） 
 
 
 授業 1 コマ目のアンケート結果は次のようなものであった。  
 まず、苦手意識については下記のようなものであった。（表２） 
 










1 回目の授業で行った苦手意識（69 名） 
全くない 11 名 
あまりない 11 名 
ふつう 24 名 
少しある 15 名 





































 これまでの実践と今回のアンケートを参考に今年度は次のような目標や留意点を考えてみた。  
 ・前半に絵の苦手意識を緩和する授業を丁寧に取り入れること。  
 ・学生が自然にハサミやのり等の道具を使えるように教材を工夫すること。  
 ・苦手意識の少ない工作では、学生がまだやったことのない教材を取り入れること。  
 ・保育現場で実際に使えるものをなるべく多く取り入れること。  
・幼児画の発達の仕方など「保育者」として必要な知識を身につけること。  
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④一枚の紙から円が切り取れるようになる                                                       













                               
（写真④） 
 
 ＜ミニ製作＞                                                                         







































                                      


























                                      
















                               （写真⑩） 
 
＜絵本作り＞ 
 下の作品は、前期の学生が製作した 1 枚のケント紙から出来ている絵本の作品である。（後期





















                          





授業 11 回目に 1 回目のアンケートと同じものを配布し、調査を行った。（表４）、（図３）及び




















11 回目の授業で行った意欲調査（68 名） 
かなり意欲的 27 名 
少し意欲的 17 名 
ふつう 23 名 
あまりが意欲ない 0 名 












11 回目の授業で行った苦手意識調査（68 名） 
全くない 15 名 
あまりない 17 名 
ふつう 25 名 
少しある 10 名 

















 授業１回目と 11 回目で取ったアンケートを比較したものが下のグラフである。 
 苦手意識の低減と意欲の向上への変化が出ている。特に意欲に関して、あまり意欲がない、意





































    図６ 
授業１回目と１1 回目の苦手意識の比較 
左側青色が１コマ目、右側灰色が１１コマ目  
  1 回目調査 




 1 回目調査 
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